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◼ この資料では、以下の内容を紹介します。
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◼ はじめに、本学の本学のIR組織の概要を紹介します。



401 大学とIR組織の紹介

◼ 本学は2024年で、創立100周年を迎えます。

島田裁縫伝習所

1924 1959 1991 2002 2024

文京女子大学から

文京学院大学

大学の開学

自立と共生

大学の礎を築く

創立100周年



501 大学とIR組織の紹介

◼ 本学には２つのキャンパスがあります。

東京都

文京区 本郷

埼玉県

ふじみ野市



601 大学とIR組織の紹介

◼ 両キャンパスを合わせて、４学部＋大学院の構成で多くの学生が在籍しています。

外国語 経営

人間 保健医療技術

大学院

学部・大学院 在籍数

4,526名

学生

教員

477名

*2023年5月時点



701 大学とIR組織の紹介

◼ 主に学生のデータを扱うIR活動（教学）は、本郷キャンパスの「戦略企画・IR推進室」で行われています。

室長 マネージャー

分析官 パート



801 大学とIR組織の紹介

◼ 戦略企画・IR推進室は８年目を迎え、活動の幅を広げています。

2016

2020

2023

2015
教学IR委員会設立

本学の情報を他大学と比較する方法等が検討されていました。

教学IRセンター設立

IR活動を行う専門部署ではなく、他部署の１部として設置されました。

戦略企画・IR推進室、教学IRセンター（新）設立

IR推進室はIR活動を行う専門部署として設置され、メンバー２名（室長・分析官）で活動を開始しました。

戦略企画・IR推進室の規模を拡大

メンバーを増員し（計４名）、大学の戦略・教学IRに関する活動を強化しました。



901 大学とIR組織の紹介

◼ 戦略企画・IR推進室の活動内容には、以下の３つがあります。

戦略企画

大学の教育改革、研究戦略

を企画。大学運営や意思決

定を支援。

ブランディング

本学のブランドを学外・

学内に広める活動を支援。

教学IR

学修状況の報告。教学IR

委員会、教学IRセンター

の運営機能向上。学内IR

活動推進。



1001 大学とIR組織の紹介

◼ 戦略企画・IR推進室の位置づけは事務組織で、様々な委員会と連携しています。

内部質保証委員会 戦略企画委員会

ブランディング
委員会

教学IRセンター

教学IR委員会

教員組織

事務組織

大学運営会議

…

教務 戦略企画・IR推進室 学生支援入試 …キャリア
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◼ 教学IRをきっかけとした取り組み事例を紹介します。



1202 教学IRをきっかけとした取り組み事例

◼ IR推進室では、学生、教学IR委員会、他部署の観点で分析を扱っています。

◼ ここでは４つの取り組み事例を紹介します。

毎年実施している学生

を対象した調査の分析

分析依頼

学部や他の委員会から

依頼された分析

ミッション分析

教学IR委員会のミッ

ションに伴う分析

今後の取り組み

学部や他の委員会から

依頼された分析

定期的な分析

CASE

01
CASE

02
CASE

03
CASE

04



1302 教学IRをきっかけとした取り組み事例

◼ 定期的な分析の概要を紹介します。

STEP１ STEP２ STEP３

１年生

• 学修状況調査（学修時間、場所などを調査）

• PROG、GPS-Academic （社会人に必要な能力を測定）

• 卒業生アンケート（身に付けた力や満足度を調査）

３年生２年生 ４年生

分析結果を

教学IR委員会

で報告

分析結果を

大学運営会議

で報告

STEP４

今後、ディプロマサプリメントにIR情報を

活用することを検討しています。



1402 教学IRをきっかけとした取り組み事例

◼ 定期的な分析では、個人が特定されない形式で結果を提示しています。

【問５】大学での授業時間以外における主な学修場所はどこですか。１つ選んでください。

計

n=195

国際ビジネス １年生 47 7 14.9% 19 40.4% 4 8.5% 0 0.0% 7 14.9% 0 0.0% 10 21.3%

２年生 54 7 13.0% 21 38.9% 1 1.9% 0 0.0% 15 27.8% 1 1.9% 9 16.7%

３年生 46 9 19.6% 17 37.0% 6 13.0% 0 0.0% 10 21.7% 0 0.0% 4 8.7%

４年生以上 48 8 16.7% 9 18.8% 6 12.5% 0 0.0% 9 18.8% 1 2.1% 15 31.3%

計

n=195

国際教養 １年生 50 6 12.0% 21 42.0% 1 2.0% 0 0.0% 9 18.0% 0 0.0% 13 26.0%

２年生 61 11 18.0% 25 41.0% 0 0.0% 0 0.0% 11 18.0% 1 1.6% 13 21.3%

３年生 37 10 27.0% 11 29.7% 1 2.7% 0 0.0% 11 29.7% 0 0.0% 4 10.8%

４年生以上 47 14 29.8% 8 17.0% 13 27.7% 0 0.0% 3 6.4% 0 0.0% 9 19.1%

助手室・実習指導室 空き教室
保健室・学修サポート

センター
その他

保健室・学修サポート

センター
その他

図書館 食堂・カフェ パソコン室

図書館 食堂・カフェ パソコン室 助手室・実習指導室 空き教室

CASE

01 定期的な分析 －学修状況・能力の現状把握－



1502 教学IRをきっかけとした取り組み事例

◼ 教学IR委員会のミッションに伴う分析では、退学防止に関する分析と活動を行いました。

CASE

02 ミッション分析 －退学防止－

⚫ IRの視点で退学防止

⚫ 学内で集めているデータを

活用して退学者の特徴を調査

⚫ 明確な傾向はみられなかった

⚫ 退学理由は多種多様

⚫ データ数が少なく統計的な

分析が難しい

⚫ 別のアプローチを提案

⚫ 退学検討者へのアプローチに

差が出ないよう教職協働を強化

⚫ 教職員一人一人の紹介動画を

作成し、学内サイトで公開

⚫ 退学防止効果の検証は難しい

ミッション 分析 施策

入試種別 PROG 授業満足度

様々な観点から分析



1602 教学IRをきっかけとした取り組み事例

◼ 他部署から依頼される分析では、分析結果を大学改革へつなげました。

CASE

03 分析依頼 －内定時期とPROGの関連性－

⚫ キャリアの視点から大学改革に

つながる施策を提案したい

⚫ 就活状況に合ったキャリア支援

ができるように、内定時期と社

会人基礎力の関係に着目

⚫ 内定が遅い学生と、PROGの

スコアの関係性を分析

⚫ 内定が遅い学生は、一部の学部

で「親和力」「協働力」に弱点

が見つかった

⚫ 大学改革のプレゼンで、キャリ

アチームの提案の１つに、エビ

デンスとして分析結果を活用

⚫ 今後実現に向けて、様々な支援

を検討中

依頼 分析 活用



1702 教学IRをきっかけとした取り組み事例

◼ 学外向けサイト・学内向けサイトに教学IRをきっかけとした分析結果を公開しています。

CASE

04 今後の取り組み －分析結果の公開－

成績情報（累積GPA)

社会人基礎力（PROG・GPS-Academic）

学修満足度（学修状況調査）

卒業生満足度（卒業生アンケート）

分析依頼

◼ 学内向け公開情報 ◼ 学外向け公開情報


